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法人事務局 

 

社会福祉法人みどり会は、保育・高齢介護・障害の三領域を通じ、広島市・廿日市市・安芸郡府中

町・東広島市における地域社会の福祉向上に取り組んでいる。“「誰もが社会の主人公」となる社会を

つくる“を理念に掲げ、利用者一人ひとりの想いや言動に寄り添い、その人らしい生活を支える特色ある

アプローチを展開する。 

 

みどり会にしかできない取り組み 

異なる福祉領域を有機的に結びつけ、多角的な視点からの支援を行うことで、地域社会全体の課題解

決を目指す。この多部門連携は、広島市や周辺地域に密着した当法人だからこそ実現できる強みであ

り、利用者の「人生の全ステージ」を支えることが可能である。また、地域コミュニティとの深い信頼

関係を基盤とし、地域の声を反映した柔軟で実践的な事業運営を行う。 

 

社会的意義 

少子高齢化や多様化する福祉ニーズに応え、福祉の三領域を横断する取り組みで地域社会全体の包括

的なサービスを提供する。一人ひとりの「らしさ」を尊重し、社会的弱者の社会参加や地域共生を促進

する取り組みを行うことで地域の持続可能性を高め、多様性を尊重する社会のモデルケースとなること

を目指す。 

 

地域貢献 

広島市や周辺地域に密着した当法人だからこそ、地域住民とともに歩む事業展開が可能である。災害

時の支援拠点や地域コミュニティの交流拠点としての役割を果たすとともに、地域の多様なニーズに応

じたオーダーメイド型の福祉サービスを提供する。また、地域人材の育成や雇用創出を通じて、地元経

済の活性化にも寄与する。 

 

職員の働きやすい環境づくり 

職員一人ひとりが誇りを持ち、安心して働ける環境づくりを重視する。業界全体の課題である人材不足

に対し、賃金改定や福利厚生の充実、キャリア形成支援に注力する。この環境づくりが、質の高い福祉

サービスの提供へと直結し、地域に根差した福祉の質をさらに向上させると考える。 

 

 

 

 



実施事業 

・第一種社会福祉事業 

事業名 施設・事業所名 定員 

特別養護老人ホーム 府中みどり園 29 名 

 

・第二種社会福祉事業 

事業名 施設・事業所名 定員 

老人デイサービス事業 

府中みどり園 

30 名 

老人短期入所事業 10 名 

認知症対応型老人共同生活援助事業 18 名 

小規模多機能型居宅介護事業 29 名 

共同生活介護型事業 122 名 

幼保連携型認定こども園 

みどりの森ゆめのはこども園 130 名 

みどりの森みらいこども園 110 名 

みどりの森ようこうこども園 105 名 

みどりの森おひさまこども園 70 名 

児童発達支援事業 
賀茂みどりの樹 

５名 

５名 放課後等デイサービス事業 

就労移行支援事業 

RING 

８名 

12 名 

- 

10 名 

就労継続支援（B型）事業 

就労定着支援事業 

就労選択支援事業 

 

経営の原則（定款第３条） 

社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かつ適正に行うため、自主的にそ

の経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サービスの質の向上並びに事業経営の透明性の確

保を図り、もって地域福祉の推進に努めるものとする。 

  



令和８年度に向けて 

 

令和 8年度（（下、、本年度）は、これまで当法人の課題として認識しながらも十分に形にできていなかっ

た人材育成を本格的に始動させる「スタートの年」と位置づける。 

 

少子高齢化の進行、人材確保の困難化、制度改正への継続的対応など、法人を取り巻く社会情勢は、年々

複雑さを増している。そのような中で当法人が持続的に発展していくためには、制度や設備だけでなく、

人が育ち、役割を理解し、やりがいをもって働き続けられる組織基盤の構築が不可欠である。 

 

本年度は、社内公募により立ち上げた新たな自己啓発チームが中心となり、これまで指針委員会が整理し

てきた法人指針を引き継ぎ、高齢介護部・保育部・障害福祉部の三部門が共通して目指す方向性を明確に

したうえで、各現場へ具体的に落とし込んでいく取り組みを進めていく。部門や職種の違いを越え、法人

として大切にする価値観や行動の軸を共有することで、日々の業務と法人理念が乖離しない運営体制の

構築を目指す。 

 

あわせて、各部門・各ポジションにおける業務内容や役割の整理・明確化を行い、責任の所在を明らかに

するとともに、自身の成長が法人の成長につながることを実感できる仕組みづくりに取り組む。これは、

職員一人ひとりの働きがいや専門性の向上につながるだけでなく、人材定着や将来的な管理職育成を見

据えた重要な基盤整備である。 

 

府中みどり園においては、施設長交代という大きな節目を迎える。本年度は、これまで府中みどり園が大

切にしてきた理念や文化を尊重しつつ、新体制のもとで新たな取り組みにも挑戦し、今後の発展につなげ

るための土台を整える一年とする。変化を不安要素とせず、前向きなチャレンジとして受け止められる組

織づくりを進めていく。 

 

また、現在各拠点に分散している事務的機能については、非効率な業務運営につながっている側面がある

ことから、法人全体を支える事務局機能の強化・再整理に向けた準備を進める。業務の標準化や役割分担

の見直しを行い、現場が本来の支援業務に専念できる体制づくりを目指す。 

 

さらに、保育部において培ってきた乳幼児期の発達支援に関する知識と、障害福祉部が有する専門的支援

スキルに基づき、保育部を中心とした児童発達支援事業の新規開設に向けた具体的な検討を開始する。

地域ニーズおよび法人の中長期的な役割を踏まえ、方向性の整理を行い、次年度下降の事業展開につな

げていく。 

 

本年度は、単年度の成果を求める年ではなく、人材・組織・事業の各基盤を整え、将来に向けた成長の流

れをつくる重要な一年である。本事業計画に基づき、法人一丸となって着実な歩みを進めていく。 

 



事業課題と方針 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・人材育成、労務管理 

年間計画 取組内容 評価 

職員の処遇改善に向け、給与等を含む短期・中期・

長期の待遇改善計画を策定する。 
 

 

各拠点における労務環境および労働関係法令の

遵守体制の整備、ならびに規程を適宜修正し、制

度の適正化と運用の効率化を図る。（（労務総務部） 

 

 

次期管理・監督者（園長、主任、施設管理者）を

計画的に育てる仕組み作りに着手する。（統括事

業部） 

 

 

 

・運営支援体制の拡充 

年間計画 取組内容 評価 

各部門が抱える現状課題を整理・把握し、今後の

改善に向けた課題の明確化を図る。 
 

 

事務局機能の強化による法人運営支援体制の充

実を図る。 
 

 

各拠点における加算の取得漏れ防止および減算

の防止、新規加算の積極的取得に向けた体制整備

を支援する。 

 

 

物価高騰に対応し、発注業者・取引条件の見直し

を図る。（経理部） 
 

 

過去の指導監査結果を整理・分析し、監査項目の

リスト化を行うことで、指導監査対応力および法

令遵守体制の強化を図る。（労務総務部） 

 

 

実際の業務や運用に即してキャリアパスの見直

しを行い、法人全体への周知を図るとともに、実

用性を重視した運用を進める。（労務総務部） 

 

 

新規事業の立案と計画を行う。（統括事業部）  
 

 

 

 

 

 



・理念および指針の浸透 

年間計画 取組内容 評価 

指針委員会を引き継ぎ、職員主体による自己啓発

チームを設置する。（統括事業部） 
 

 

各部門における指針の具体化に向け、運用可能な

仕組みの整備および実践を推進する。（統括事業

部） 

 

 

 

数値目標 評価：○達成・×未達成 

・事業活動収支差額率 

年間計画 結果 評価 

15.2％   

 

・法人全体                                    単位：千円 

年間計画 結果 評価 

事業活動収入 1,467,378 事業活動収入   

事業活動支出 1,243,624 事業活動支出   

事業活動収支差額 223,754 事業活動収支差額   

 

・高齢介護部                                   単位：千円 

年間計画 結果 評価 

事業活動収入 518,080 事業活動収入   

事業活動支出 488,649 事業活動支出   

事業活動収支差額 29,430 事業活動収支差額   

 

・保育部                                     単位：千円 

年間計画 結果 評価 

事業活動収入 844,064 事業活動収入   

事業活動支出 668,103 事業活動支出   

事業活動収支差額 175,960 事業活動収支差額   

 

・障害福祉部                                   単位：千円 



年間計画 結果 評価 

事業活動収入 105,234 事業活動収入   

事業活動支出 86,870 事業活動支出   

事業活動収支差額 18,363 事業活動収支差額   



借入金の状況 

・福祉医療機構からの借り入れ状況（令和 7年 2月 1日現在）             単位：千円 

借入目的 借入年度 借入金額 令和 7年度償還状況 借入残高 償還日 

設置・設備資金 

（府中） 
2011 年度 266,100 14,640 300 75,640 2031.5.10 

設置・設備資金 

（みらい） 
2014 年度 146,000 8,064 899 70,560 2034.12.10 

設置・設備資金 

（ようこう） 
2015 年度 154,000 8,508 493 83,662 2036.1.10 

設置・設備資金 

（おひさま） 
2019 年度 68,000 5,196 101 46,764 2035.3.10 

運転資金 

（府中） 
2020 年度 40,000 0 22 40,000 2036.1.10 

 

・広島銀行からの借り入れ状況（令和 7年 2月 1日現在）               単位：千円 

借入目的 借入年度 借入金額 令和 7年度償還状況 借入残高 償還日 

設置・設備資金 2014 年度 30,000 2,172 267 8,280 2030.1.30 

設置・設備資金 2014 年度 11,000 780 124 3,980 2031.3.31 

設置・設備資金 2020 年度 25,000 1,668 264 15,270 2035.5.31 

接地・設備資金

（府中小規模） 
2021 年度 120,000 7,860 1,381 86,420 2036.10.21 

 

・借入金の償還財源の状況                             単位：千円 

区分 金額 内訳 

元利償還金【令和 7年度】 52,739 元金 48,888 利息（ 3,851 

財源 
自己資金 47,531  

補助金 5,208 元金償還補助金みらい 3,924 おひさま 1,284 

令和 8年度償還予定額 53,736 元金 48,888 利息 4,848       

 

賃貸契約状況 

・独立行政法人国立病院機構との賃貸借契約期間（賀茂みどりの樹） 

賃貸借契約期間 2017 年４月（～（ 2037 年 3 月 

・竹田雅枝様地代（小規模多機能ホーム） 

地代償却について 2034 年 12 月～前払い地代償却終了【320,000 円請求開始】 



・（府中みどり園） 

借地期間について 2010 年 8 月～2060 年 2月（50年間） 

・（みどりの森ゆめのはこども園） 

地代償却について 2011 年 10 月～2041 年 9月（30年間） 

・（みどりの森みらいこども園） 

地代償却について 2014 年 8 月～2044 年 3月 下後意思表示なければ 10 年更新 

・（みどりの森おひさまこども園） 

地代償却について 2019 年 8 月～2044 年 3月 下後意思表示なければ 10 年更新 

・（小規模多機能ホーム府中みどり園） 

借地期間について 2021 年 2 月～2051 年 1月（30年間） 

 


